
2つの区を設け、生育・糖度等の差を比較検証。

今回も「MリンPKマグ」を使用し、夏ネギ栽培を試していただきました。

期間：2021年4月～2021年7月

MリンPKマグ 15kg 

施肥比較試験

糖度測定結果

糖度7.2度糖度7.2度

農家さんによる試験栽培レポート 第2弾

通常の肥料を使った
エリア

ブランク区Mリン区

通常の肥料に加え
ＭリンＰＫマグを散布したエリア

6月10日の様子

定植前

施肥（10a当たり）

化成肥料（14-4-8）40kg元肥化成肥料（14-4-8）40kg元肥

6月中旬 化成肥料（14-14-14）40kg化成肥料（14-14-14）40kg

4月28日 定植定植

5月29日
化成肥料（14-14-14）40kg 化成肥料（14-14-14）40kg

MリンPKマグ 15kg 
化成肥料（14-14-14）40kg 化成肥料（14-14-14）40kg

6月7日

7月29日 収穫

Mリン区 ブランク区

Mリン区 ブランク区

硬く締まり、
徒長が少ない。

梅雨を挟んだ作型の為、
軟らかく、徒長しがち。

糖度10.5度糖度10.5度

UP！UP！

協力：株式会社 アグリル

が3.3度上がりました！3.3度上がりました！糖度糖度
Mリン区Mリン区の方がブランク区に比べて、

夏ネギ夏ネギで糖度が

10度以上！10度以上！なんと


